トンチキさんはひげもじやで、サングラスをかけた大男で、いかにもヌスット広場のボス
といった風格だった。屋根の上からぼくを見おろしていたが、すばやく飛び降りて言う。
「ほほう。なかなか骨のありそうなヤツだ。まずオレと勝負しろ。話はそれからだ!」
〓バトル対戦表で戦います。ネスはc、相手はB。相手よりも数値が……
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でも、残念ながらぼくは、敵をしびれさせるpS〓を習得していなかった。しかたなく、
バットをかまえて悪魔のディープキスに躍りかかる!しかし、敵もなかなかしぶとかった。
「いったあくくい!アタシの体、傷つけたわねえ!これでもくらいなさい!」
ぶっちゅうっ!ヤツが繰り出したのは、強烈なキッス!しかも、猛毒つきの…
毒を受けたぼくは、とたんに猛烈な寒気に襲われたが(HPマイナス6)、こんなことでく
じけていられない。必死にバットを振りまわし、ようやく敵をうち倒した。
すると-。倒れている悪魔のディープキスの体が突然かき消え、代わりに、金色に光る
ペンダントが空から降ってきた。中心に、星の絵が彫られたペンダント、星のペンダントだ!
「や、やったあ……」全身を襲う寒気と戦いながら、星のペンダントを手に入れる。
『星のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして

